
人手不足職種の潜在求職者の掘り起こしと人材確保のため、
相談会・就職面接会を実施

国と地方自治体の連携による雇用対策好事例

【課題･目的】

≪照会先≫千葉労働局職業安定部職業安定課 （ＴＥＬ：043-221-4081） (http://chiba-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/)

【千葉県市川市】 【千葉労働局ハローワーク市川】

【実施概要】

【役割分担】

人手不足職種（保育職、介護職）について、未経験であ
るために就業に踏み出せずにいる方、ブランクがあるため
復帰をためらっている方などの不安を解消し、潜在求職者を
掘り起こす。併せて就職面接会を開催し人材を確保する。

１７名の求職者が来場し、うち安定所へ求職登録をしていな
かった者が１１名（うち保育士６名）おり、求職者の掘り起こし
に効果があった。

【市川市】
◆市広報誌に開催記事を掲載
◆市ＨＰに特設ページを開設
◆管内駅にリーフレットを設置

【ハローワーク】
◆ちば保育士・保育所相談センター、
千葉県福祉人材センターへ協力依頼
◆求職者への周知
◆会場設営等運営全般

【効果】

◆相談コーナー
・ハローワーク
・ちば保育士・保育所支援センター
・千葉県福祉人材センター

◆面接コーナー（平成２６年４月開設予定の保育園 ４社）

＜市川市コメント＞
初の試みにＰＲが不安でしたが、結果、17

名の来場者があり、潜在求職者の関心が高い
と認識できた。今後もよりよいＰＲのため、
ハローワークとより一層連携を強めていきたい。

＜ハローワークコメント＞
自治体に積極的に広報をおこなっていただ

き、潜在求職者の掘り起こしができた。今後
も、市民祭りやショッピングセンターの催事
場などで相談ブースを設け、人材の掘り起こ
しを行っていく予定。


